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３
年
生

、
ご
苦
労
様
で
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５
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）
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間
考
査
最
終
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こ
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ら
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格
的
な
全
体
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に
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が
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た
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、
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ラ
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修
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全
体
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習
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、
グ
ラ
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ド
の
整
備
や
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庫
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忙
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そ
の
後
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染
症
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分
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実
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し
た
う
え
で
引
退
式
が
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行
さ
れ
た

。
ち
ょ
っ
と
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た
企
画
に

、
引
退
す
る
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年
生
よ
り

、
ま
た
顧
問
よ

り
一
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、
に
写
真
撮
影
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い
う
流
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関
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森田咲妃（短距離）：「中

学から約5年間陸上競技

部として活動して、高校で

ベストを更新することはで

きませんでしたが、辛い

練習に取り組み、何気な

い話で笑い合ったことは

一生の思い出です。素晴

らしい仲間、先生に出会

えて幸せでした。ありがと

うございました。」

満山慶亮（短距離）：「純短の満山

です。県大会では200mとリレーとマ

イルを走りました。200mでは自己ベ

ストを出すことができ、リレーとマイ

ルでも悔いの残らない走りができま

した。みんなのおかげで楽しい部活

動ができました。今までありがとうご

ざいました。」
野邊和弘（投て

き）：「円盤投は

苦労することが

多かったですが、

部活のよい雰囲

気のおかげで最

後まで楽しくやる

ことができました。

部活で学んだた

くさんのことを活

かしていきたいと

思います。」

野澤侑吾（短距離）：「今までありが

とうございました。中学時代は文化

部に入っていて運動も苦手だった僕

が、曲がりなりにも仲間達と競い、

協力し合いながら練習して、大会で

記録を残せたことは肉体的にも精

神的にも大きな成長につながった

のだと思います。まだ高校生活が終

わった訳ではないですが、自分の中

で「引退」という行為は一つの大き

な区切りのようなものだったのだと

思います。胸を張って陸上部にいる

人たちを見る為にも、意気消沈せず

に、これからも気合いを入れて残り

の高校生活を過ごしていきたいで

す。」

中村友哉（跳躍）：「自分は中学から6年間陸上を続けてき

て、陸上と言うものをすごく身近に感じてきていたので、こ

れで自分の陸上の人生が終わるのだという実感があまり

ありません。最後まで県大会より上の舞台に行くことはで

きませんでしたが、最後の県大会でみんなに見られながら

自己ベストを出すことができたので、よかったなと思ってい

ます。引退とはいっても、まだまだ陸上部員なので時間が

空いた時など、勉強の気分転換にでも部活に顔を出そうか

なと思います。今までお世話になった方々本当にありがと

うございました。」

佐藤李音（短距離）：「中学から陸上を始めて、高校で自己ベストを更

新することはできませんでしたが、仲間たちと一生懸命練習したり、

何気ない会話で笑い合ったりした思い出はなににも変えられない宝

物になりました。たくさん応援してくれた家族、友達、先生方、本当に

ありがとうございました。」

柳海臣（投てき）：「自分は

高校から陸上を始め、陸

上という競技の

シビアでストイックなところ

にとても驚きました。それ

でも、少しずつ記録が伸

びる中で自分の専門種目

であるやり投げ、陸上全

体を楽しめるようになりま

した。最後の大会ではあと

1mで入賞、自己ベストと

少し悔いが残る部分もあ

りましたが、コロナ禍、グラ

ウンドが使えない中でこの

レベルまで導いて下さった

先生には感謝の気持ちで

いっぱいです。そして、最

高の仲間達に出会えて、

陸上部に入って本当に良

かったと思います。」

塚越友志（長距離）：「自分

は内進生で中学1年から部

活を始めました。高校では

陸上をやるつもりはありま

せんでしたが、友達に誘わ

れて入ることにしました。始

めは練習が辛かったり朝

が早く睡魔と戦いながら部

活に望んでいました。しか

し、合宿での地獄のような

練習を乗り越えたことやみ

んなでタスキをまわした駅

伝などの部活での日々は

自分の自信に繋がったと

思います。これからは男子

は1年生しかいませんが7

人みんなで支え合って部活

を楽しんでください。くれぐ

れも怪我をしないように。」

小山敦久（長距離）：「入部した頃は全く走れま

せんでしたが練習を続けるうちに走れる距離とタ

イムが伸びていき、陸上の楽しさを実感すること

ができました。この部活で得た体力と経験は大き

な糧となると思います。今まで指導してくださった

先生と、共に走ってくれた仲間に感謝します。あ

海老原蒼良（投てき）：「約2年半ここまで頑張ってこれたのは

部活のメンバー、先生方、家族のサポートがあってのことで

す。日々の感謝を忘れずに新たな目標に向かって頑張りた

いと思います。これからも市高陸上部の一員としてみんなの

ことを応援しています！」


